




１、企業の概要

　弊社は大分県に本社を置き、社員数1,078名、車両台数1,282
台、営業倉庫を擁しており全国23拠点のネットワークを活かした
貨物運送事業、通関業務を営み、多数の荷主様の商品を内航フェ
リーや鉄道運送を活用したモーダルシフトを推進することで、環
境活動の取組に寄与しています。 
　又、安全品質第一の取組としてISO9001の認証取得、安全優良
事業所取得、グリーン経営取得を行い、『安全品質・コンプライ
アンス・環境負荷低減』を強化してお客様に信頼され社会に貢献
できる企業を目指して日々努力しております。
 
２、退職自衛官採用の理由

　当熊本配送センターにおいては、サントリー九州熊本工場の業
務の一部を請け負っており、お客様からお預かりした商品をお客
様の元に品質を担保しお届けするという非常に重要な業務を行っ
ております。工場業務においては、安全・品質を担保すべき様々
なルールがあり、退職自衛官の皆様におかれましては、業務を実
直にこなす真面目さと責任感を持ち合わせており、弊社も安心し
て職務をお願いできる方々と信用し採用させて頂いております。
 
３、退職自衛官の職務内容

　主な職務内容は、フォークリフトによる荷役作業を担っており
ます。一歩間違えば重大な事故に繋がりかねないフォークリフト
を、安全確実に操作して頂き業務に精励されております。
　又、自衛隊で培われた誠実さと責任感を堅持しておられ、当社
の企業理念の一つである『安全は最大の顧客満足である』を実践
されており、我が社の大きな戦力として活躍しております。

　令和４年７月２日（土）、北熊本駐屯地「北熊館」において、
７月１日付で採用された予備自衛官補の辞令書交付式を実施しま
した。
　予備自衛官補制度とは、主として自衛官未経験者を予備自衛官
補（一般・技能）として採用し、一般３年以内に５０日、技能２
年以内に１０日の教育訓練に参加し、必要な知識・技能を修得し
た後、予備自衛官として任用される制度で、近年では令和２年の
新型コロナウイルス感染拡大防止や熊本豪雨災害に係る災害派遣
活動において予備自衛官補出身の予備自衛官が活躍したことから
も注目されている制度です。
　当日は、一般１３名、技能１名のそれぞれの区分で採用された
予備自衛官補が辞令書交付、宣誓、本部長講話、制度説明、体験
喫食等に参加しました。

　辞令書交付式の予行では、初めての自衛隊の行動に戸惑い、緊
張している様子がうかがえたが、いざ本番では皆一様に初めてと
は思えないきびきびとした動作を見せていました。
　また、本部長から各人に辞令書が手渡しされ、一人一人に「よ
ろしくお願いします。」と声をかけられると、さらに引き締まっ
た表情になり、続く「宣誓」では全員でしっかりとした口調で宣
誓書の文言を読み上げるなど、意識の高さを感じられました。
　引き続き「自衛隊の概要」について本部長講話が行われ、皆、
これまで知らなかった自衛隊の活動の話に真剣なまなざしで興味
深く耳を傾けました。
　すべての行事が終了し、参加者の一人は「今日、教育訓練の日
程表をいただいたので、早く参加し、様々な経験をしたい。」と
話していました。
　今後も、予備自衛官補の方々との親身な教育訓練の出頭調整等
に努め、「一日でも早く、一人でも多く」予備自衛官が誕生する
よう努めていきます。
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階級 部隊名氏名期間所名

熊本

宇城

玉名

山鹿

6/1～6/30

6/1～6/30

7/1～7/31

7/11～7/31

8/1～8/26

8/1～8/31

8/1～8/31

7/11～8/7

8/1～8/12

6/1～6/30

6/1～6/15

6/1～6/30

7/1～7/31

7/1～7/15

7/15～7/22
8/12～8/19

徳永　康紀

古田　朱音

立石　大倭

吉村　優奈

中島　祭華

井上　　優

大島　奈緒子

星本　望光

中嶋　竜也

半澤　康太朗

岡本　卓也

中尾　比菜

木村　幹太

森　　愛菜

冨田　玲菜

１２普通科連隊

１０１特科直接支援隊

８通信大隊

８後方支援連隊

１２飛行教育団

５高射群１９高射隊

３０２中枢交換通信中隊

２補給処

西部方面無人偵察機隊

４１普通科連隊

４３普通科連隊

１０６全般支援大隊

西部方面無人偵察機隊

西部方面特科連隊

西部方面情報隊

陸士長

１等陸士

陸士長

陸士長

１等空士

空士長

１等陸士

空士長

陸士長

陸士長

１等陸士

１等陸士

陸士長

１等陸士

１等陸士

階級 部隊名氏名期間所名

菊池

八代

水俣

人吉

天草

阿蘇

6/1～6/30

7/1～7/31

7/1～7/31

8/1～8/31

7/1～7/31

6/6～6/10

5/28～6/30

7/4～7/15

6/1～6/30

7/1～7/31

7/1～7/31

6/1～6/17

7/7～7/15

7/14～8/10

中野　陽香

奥村　大樹

小椋　晴翔

浜谷　　仁

早川　沙希

山内　　弦

立川　雄基

原　　愛

大久保　孝志

高田　　亮

森田　永遠

渡辺　和樹

岩下　瑠希

佐藤　凛樹

３０８普通科直接支援中隊

８通信大隊

８後方支援連隊

１２普通科連隊

１０２基地ｼｽﾃﾑ通信大隊

８施設大隊

５６警戒隊

西部方面輸送隊

４１普通科連隊

４２即応機動連隊

１１飛行教育団

４整備補給隊

１水陸機動団

１５後方支援連隊

１等陸士

１等陸士

陸士長

陸士長

陸士長

３等陸曹

空士長

１等陸士

陸士長

１等陸士

空士長

海士長

陸士長

陸士長

会社名：臼杵運送株式会社
　　　　　熊本配送センター
役　職：支店長

採用予備自衛官補辞令書交付式
～それぞれの志を持って！予備自衛官への第一歩！～

退　職　自　衛　官　を　採　用　し　て

氏 名 吉本　正美　様
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※これらのイベント情報は予定ですので、新型コロナウイルス感染症の状況
 等により延期・中止等になる可能性があります。
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　５月２８日（土）・２９日（日）の両日、熊本県水俣市で開催された第６７回恋龍祭を支援しました。

　恋龍祭は、５月下旬に開催される「みなまた港フェスティバル」と７月中旬に開催される「市民パレード、市民総踊り」を合わせ

た名称で、水俣市最大のイベントです。本年は、コロナ禍の影響から３年ぶりの開催であるとともに、発祥当時に回帰し、両イベン

トを同時開催、延べ約３万５千人の方々が来場されました。

　２７日は、第１海上訓練支援隊の訓練支援艦「くろべ」が水俣港に入港し、自衛隊家族会水俣芦北協議会と恋龍祭実行委員会など

の２０名が出迎え、入港を歓迎するとともに乗員の労をねぎらっていただきました。

　当日は、週初めの天気予報から一転して快晴となり、絶好のイベント日和となったことから、会場は久々の大規模イベントを楽し

みにしていた多くの来場者と陸海空自衛隊そろい踏みの広報で大いに盛り上がりました。

　陸上自衛隊は、西部方面特科連隊第２大隊（大分県玖珠町）の155ＭＭ榴弾砲及び指揮通信車の車両展示と第８音楽隊（熊本県熊

本市）の音楽演奏で剛柔の自衛隊を広報、海上自衛隊は、訓練支援艦「くろべ」（広島県呉市）の一般公開及び佐世保地方総監部広

報推進室のブルーマリンオペレーション（長崎県佐世保市）による広報、航空自衛隊は、第５航空団第３０５飛行隊（宮崎県新富

町）所属のＦ－１５戦闘機による飛行展示と第２高射群第５高射隊（福岡県芦屋町）のペトリオットを展示して、普段接する機会の

ない装備品を披露しました。また、広報ブースでは、自衛隊の各種活動等のパネル展示やオリジナルグッズの配布、制服の試着体験

等を行い、来場者の自衛隊に対する理解を深めました。

　さらに、２８日夜には同会場で花火大会

が開催され、「くろべ」の電灯艦飾と花火

のコラボレーションが来場者を大いに魅了

し、第６７回恋龍祭は大盛況のうちに終了

しました。

　これからも各関係協力団体及び地域の皆

様のご協力のもと、地域と一体となった活

動に努めていきます。

恋龍祭みなまた港フェスティバル

８月２０日・２１日
阿蘇フェスティバケーション

９月１９日
西部方面隊記念行事

１０月２３日
みなと八代フェスティバル

１１月９日・１０日
先進建設防災減災技術フェア
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〠 860-0047　熊本市西区春日２丁目10-1
　　　　　　    ☎ 0 9 6 - 2 9 7 - 2 0 5 1

「Twitter」「Instagram」

「HP」 「募集HP」


